
平成２７年度 事務事業評価シート

6

1

Ⅱ

単位
基準値

Ｈ16
実績値

Ｈ25

団体 － 147

Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ25
実績

Ｈ26
実績

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ30
目標

Ｈ25
決算

Ｈ26
決算

Ｈ27
予算

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

Ｈ30
予算案

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

2,400 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400

61212001 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

28,802 29,970 34,439 37,482 37,482 37,482

61212002 28,802 29,970 34,439 37,482 37,482 37,482

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他
自治総合センター
コミュニティ助成
金

2,000 0 1,600 1,500 2,500 2,500

一般
財源

61212003 2,000 0 1,600 1,500 2,500 2,500

目標値
Ｈ27

200

Ｈ27

上記のとおり

合　計

－ － － － － －

ソフト
一般
会計

　市民団体に対し
て、活動に必要な
経費の一部を補助
することにより、
市民によるコミュ
ニティ活動を促進
することを目的と
する。

　一般財団法人自治総合センターのコミュニ
ティ助成事業を活用し、市民団体に対して活動
に必要な経費の一部を補助した。

Ｈ27

なし 上記のとおり

Ｈ26

なし 　市民団体の活動に必要な経費の一部を補助す
るため、一般財団法人自治総合センターのコ
ミュニティ助成事業を申請したが、不採択と
なった。

上記のとおり

Ｈ26

・本事業は一般財団法人自治
総合センターが実施している
事業であるが、実施要綱の規
定により助成申請手続き及び
助成金の交付は市経由で行わ
れることから、市が主体的に
関わる必要がある。

・助成額の上限まで一部を除
き全額補助される事業であ
り、市民活動団体からの具体
的ニーズもあり、必要性の高
い事業である。

・市民活動団体等に主に使用
されることが多い本事業で
は、市民活動団体の活動に資
する備品等の購入が行われて
おり、市民活動の活性化が図
られている。

　市民団体に対
し、本制度の周知
を図り、多くの団
体の活動を支援し
ていく。

1 1 1

Ｈ25
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

上記のとおり

－ －

一般財団法人自治
総合センターコ
ミュニティ助成事
業実施要綱、登別
市補助金等の事務
取扱に関する規則 助成件数 件 1 0 1

Ｈ25

和太鼓青嵐

合　計

3 1-②

コミュニ
ティ助成事
業補助金

総務
部

企画
調整
Ｇ

H8 －

17,834 18,000 18,000 18,000 18,000

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり実施中

※平成27年７月20日付けで市営住宅桜木自治会
が新設されたことにより単位町内会の数が95町
内会となったが、年度途中であったため今年度
の助成金については支給しない。

上記のとおり

上記のとおり

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

町内会加入世帯数 世帯 18,002

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

　町内会等の安定的な運営・
活動を進めるため、今後も財
政支援を継続することが必要
と考える。
 また、近年の市民と行政の
協働のまちづくりの推進によ
り、単位町内会の担う取組が
増加していることから、平成
27年度より世帯割を１世帯あ
たり300円から500円に増額し
た。

　今後も地域の活
性化とともに行政
との協働関係の構
築を目指すため、
町内会の運営を助
成していく。

94 95 96 96 96

Ｈ25
以前

各町内会 　町内会等の運営や市行政に協力するための活
動費として、一定のルールに基づいて助成金を
支給した。
○助成対象町内会等
　95町内会等（単位町内会94、地区連合町内会
１）

登別市町内会等の
補助金等の交付に
関する規則

助成した町内会等
数

町内会等 94

Ｓ43 － ソフト
一般
会計

　町内会等の運営
や行政に協力する
ための活動支援を
目的とする。

Ｈ25

上記のとおり実施中

Ｈ27

上記のとおり

合　計

2 1-②

町内会運営
費助成事業

市民
生活
部

市民
協働
Ｇ

393 528 400 400 400 400

1 1-②

登別市連合
町内会助成
事業 市民

生活
部

市民
協働
Ｇ

H8

Ｈ27

　平成27年度より世帯割を１
世帯当たり300円から500円に
増額した。

維持

　単位町内会及び11地区連合
町内会の統括組織である連合
町内会の存在は、市民との
「協働」を目指す市にとって
重要なパートナーであり、現
行の支援を継続することが必
要である。

　今後も市民と行
政の協働による住
みよいまちづくり
を推進するため、
連合町内会の活動
を支援していく。

40 40 40 40

Ｈ25
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

Ｈ26

上記のとおり

　単位町内会及び11地区の連合町内会を取りまとめる統括
組織として、次の各種事業にかかる活動資金を助成金とし
て支給した。
○各種事業の内容
　各種会議（定期総会、三役会、各種事業部会など）の開
催、道町連共済保険の加入（町内会役員等）、地区懇談会
の開催、各種回覧板を単位町内会に配布（月２回）、各種
団体主催の行事等への参加、花いっぱい運動・クリーン作
戦の実施、防災・防犯及び交通安全の啓発運動の推進など

役員会等の開催数
（総会、三役会、
役員会、事業部
会、各種意見交換
会）

回 35 39

上記のとおり

町内会役員等の研
修参加数

人

－ ソフト
一般
会計

　単位町内会など
の意見・意思を集
約する連合町内会
の安定的な運営、
活動の資金を支援
することを目的と
する。

Ｈ25

登別市連合
町内会

Ｈ26

上記のとお
り

Ｈ27

上記のとお
り

名称

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ28以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
中（Ｈ24～Ｈ27）における事業内容の
変更・改善等の状況

評価
ＮＯ 施策

事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

1-② １　多彩なまちづくり活動の支援 ②　コミュニティー活動の支援
・町内会をはじめとした地域コミュニティーについては、様々な活動により組織が煩雑化していることから、再編・統合を行い、整備を図り、その活動を支援します。
・目的別コミュニティーについては、自主性・自立性を尊重しながら、その活動を支援します。

1-① １　多彩なまちづくり活動の支援 ①　まちづくりを担う個人又は団体の育成・支援 ・まちづくりを担うのは、行政ばかりではなく、ＮＰＯ法人や各種団体、専門的な知識や技能を持つ個人など多方面にわたります。協働のまちづくりにおけるそれらの個人又は団体の役割を明確にするとともに市民活動の支援拠点である「登別市市民活動センター」を核とした市民活動団体のネットワーク化などを促進します。

章 担いあうまちづくり

節 協働のまちづくりの推進

施策 まちづくり活動の推進

実績値
Ｈ24

実績値
Ｈ26

実績値
Ｈ27

指標① 市民活動センター登録団体数 － 150 104 112 147

目標 まちづくり活動団体の活動を支援するとともに、まちづくり活動団体同士の連携を促進し、まちづくり活動の活性化を図ります。

指標名
中間値

Ｈ21
実績値

Ｈ22
実績値

Ｈ23

施策
コード

施策の基本的な方向性 主要な施策 具体的な内容



Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ25
実績

Ｈ26
実績

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ30
目標

Ｈ25
決算

Ｈ26
決算

Ｈ27
予算

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

Ｈ30
予算案

名称

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ28以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
中（Ｈ24～Ｈ27）における事業内容の
変更・改善等の状況

評価
ＮＯ 施策

事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

92 150 150 150 150 150

61212004 92 150 150 150 150 150

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

250 405 411 405 405 405

61212006 250 405 411 405 405 405

50

Ｈ25
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

市民による清掃や草刈、植樹
桝の花壇の整備等、きれいな
まちづくりを推進するボラン
ティア活動に対し、市が支援
することにより、一層効果が
発揮されていることから、事
業を維持することは相当であ
る。

ボランティア活動
により、きれいな
まちづくりを推進
するため、今後も
継続して実施して
いく。

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

参加人数 人 628 717 717 717 717 717

Ｈ27

上記のとお
り

上記の通り実施中 上記のとおり

Ｈ27

上記のとおり

合　計

　２名以上で構成する団体が道路・公園・河川
敷など公共施設の里親となり、清掃や美化のボ
ランティア活動を行うアダプトプログラムを実
施し、実施に必要な清掃用具、草刈用消耗品、
花壇や植樹桝の手入れ・除草用具、ゴミ袋等を
提供した。

のぼりべつ・クリ
－ン＆フレッシュ
事業実施要鋼

参加団体数 団体 42 50 50 50 50

－ － － － －－

－ ソフト
一般
会計

　市民が郷土を愛
し、より豊かな郷
土づくりを目指す
ため、登別市民憲
章が掲げる理念の
市民普及を図るこ
とを目的とする。

1-②

のぼりべ
つ・クリー
ン＆フレッ
シュ事業

都市
整備
部

土
木・
公園
Ｇ

H17 － ソフト
一般
会計

　市民との協働で
きれいなまちづく
りを推進すること
を目的とする。

Ｈ25

のぼりべつ・
クリーン＆フ
レッシュ事業
実施要綱に規
定される里親
（２名以上で
構成される団
体）

Ｈ25

登別市民憲
章推進協議
会

Ｈ26

上記のとお
り

Ｈ27

上記のとお
り

維持

　まちづくりの基本指針であ
る市民憲章の市民への浸透を
図ることは必要であり、普
及・啓発活動を実践している
同協議会を支援することは妥
当である。

　市民憲章の市民
への浸透を図るた
め、今後も同協議
会が実施する普
及・啓発等の各種
活動を支援してい
く。

1,200 1,200 1,200 1,200

Ｈ25
以前

「登別市民憲章推進事業補助
金交付要綱」を運用し、協議
会が行う啓発事業に補助金を
交付した。

Ｈ26

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

上記のとおり実施中 上記のとおり

Ｈ27

上記のとおり

合　計

－

4 1-②

登別市民憲
章推進事業
補助金 市民

生活
部

市民
協働
Ｇ

Ｓ43

　登別市民憲章推進協議会が実施する啓発物品の配布など
市民憲章の啓発活動に対し、補助金を交付した。
【協議会の事業内容】
・市民憲章制定日（９月20日）に啓発活動を実施
・啓発物品の作製、配布
・小学４年生を対象とした啓発標語コンクールの実施
・広報のぼりべつを活用した市民憲章の普及及び啓発

登別市補助金等の
事務取扱に関する
規則、登別市民憲
章推進事業補助金
交付要綱

啓発者数 人 1,200 1,200

上記のとおり 上記のとおり

－

5


